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八代山地東域の下部白亜系物部川層群相当層

I．はじめに

熊本県の秩父帯（黒瀬川帯）に位置する八

代山地およびその周辺には、下部白亜系堆積

岩類が広く分布している．この下部白亜系に

ついては、松本・勘米良（1964）による詳し

い報告があり、下位より海浦層、川口層、八

竜山層、日奈久層、八代層および砥用層に区

分され、四国の物部川層群に対比されていた．

産出する海生二枚貝についてはHayami

(1965-1966)、汽水生二枚貝についてはOhta

(1978,1981)、頭足類についてはMatsumoto

etal.(1980)などの研究がある．

その後、田代び池田（1987）は、八代山地

を再調査した結果、当地の下部白亜系が四国

の物部川層群に対比される地層群とそれとは

岩相および化石相が異なる先外和泉層群（袈

裟堂層および八代層）とに識別されることを

明らかにするとともに先外和泉層群袈裟堂層

の古生物学的記載を行った(Tashiro,1990).

最近、筆者らのうち田中、一瀬は九州の他

地域の秩父帯下部白亜系（大分県侃楯山地域

および宮崎県五ヶ瀬地域）の研究の延長とし

て熊本県八代地域周辺の下部白亜系について

調査を進めてきたが、貝ｲ妬フォーナの特性、

岩相および地質構造の特性から、この地域の

下部白亜系の層序および地質構造が従来の解

釈とは異なることが明らかになった．したがっ

て、今回は八代山地東域（球磨川～東陽村樫

の木峠）の調査結果について、主に物部川層

群相当層の層序、化石相および地質構造につ

いて報告する．
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調査地域の下部白亜系は、東北東～西南西

方向にのびる2本の構造線、すなわち北は猫

谷構造線、南は深水構造線に挟まれた幅3～

4kmの日奈久帯に分布している．猫谷構造線

沿いには蛇紋岩を主体とし、花樹岩および角

閃岩の小岩体が分布する．一方、深水構造線

は、蛇紋岩・花樹岩類・片麻岩類などが狭長

な帯状・レンズ状および線状に分布し、その

北側の周辺にはペルム系の球磨層、上部三畳

系および中～上部ジュラ系の堆積物が分布す

る(Miyamotoetal.1993)．下部白亜系は

これらの堆積物を基盤として主に北側は不整

合、南側は断層関係で分布している．

調査地域の下部白亜系は、勘米良（1953）

によれば、川口層、八竜山層、日奈久層およ

び八代層とされていた．しかしながら今回の

調査では、小原地域の下部白亜系は西南日本

の秩父帯中・北帯に広く分布する白亜系、例

えば四国の物部川層群(田代ほか、1980)、大

分県の侃楯山層群(Tanaka、1989)および宮

崎県の鞍岡層群（田中ほか、1997)の下部白

亜系堆積物に岩相や二枚貝化石フォーナが非

常に類似しているのに対して、調査地域の東

部およびその南翼の下部白亜系のそれらは、

物部川層群のそれと大きく異なり、むしろ田

代・池田（1987）によって定義された先外和

泉層群に類似していることが明らかになった．

したがって､本論では､前者の物部川層群に

対比される地層群を三峰山層群(新称）と定

義し､その詳細を記載する．なお､先外和泉層

群については別の機会に解説する予定である．



1．小原層（新称）（＝物部川層群領石層）

a)分布

小原層は東陽村小原の地名に由来する．本

層は向斜構造の北翼の小原付近によく発達し、

その西方延長はj棚Iの東西にのびる稜線に沿っ

て分布し、また東方の延長部は美生川左岸の

山腹に見られる．一方、南翼は小原の約1.3

km南方のほぼ東西に延びる稜線沿いに分布

する．さらに、美生川右岸の約EL､600m付

近の稜線付近から東陽村座連東方まで膨縮を

繰り返しながら細長く分布する．
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b)岩相・層序および地質構造（図-2)

本層の北翼は厚く成層した操岩層からなり、

粗粒～中粒砂岩および砂質頁岩の薄層を所に

より挟在する．図－2の①の露頭の操および

基質は赤色から赤紫色を呈する．この操岩層

は、亜円形の大～中喋からなり淘汰は比較的

良い．操組成は操個数比であるが、主にチャー

ト(約55％）からなり、砂岩（約25％)、頁岩

(約15％）および酸性凝灰岩、緑色岩(約5％）

を伴う．篠岩層に挟在する砂岩層は数cmか

ら50cmの層厚を示し、層厚および岩相とも

側方変化が著しい．その上位の②の露頭では

操岩層から中粒砂岩、細粒砂岩・頁岩の互層

と変化する小堆積輪廻がいくつか見られる．

操岩層はチャートを主とし、少量の砂岩、酸

性凝灰岩、緑色岩伴う細～中喋からなり、基

質は砂質で緑色から淡緑色を呈し厚さ5～10

mである．砂岩は中粒～粗粒で淡灰～灰色を

呈し、厚さは3～5m程度である．細粒砂岩・

頁岩は、5～20cmのリズミカルな互層を呈し、

上位ほど泥質岩が卓越する傾向にある．さら

に上位層は、③の露頭で観察され、そこでは

主に砂質頁岩層および砂質頁岩・暗灰色頁岩

の互層が発達するが、部分的に細喋岩および

喋質砂岩を伴うこともある．岩相からこの上

部層と考えられるFu-159の暗灰色頁岩より

炭化した植物化石（領石層フローラ）を多産

する．一方、南翼は牒岩、粗粒砂岩および細

粒砂岩･頁岩の互層からなる．本1画から汽水

Ⅲ、地質各論

日奈久帯の物部川層群および先外和泉層群

を代表する地域のルートマッフ・を示し、岩相・

層序・産出化石および地質時代を論じる．な

お、図－2に記す数字は露頭番号である．

A・三峰山層群（新称）（＝物部川層群）

四国の物部川層群は、秩父帯北帯の先白亜

系岩類を不整合に覆って、下位から領石層・

物部層。（柚ノ木層）．日比原層の各累層が、

一部に非整合関係を示しながら重なっている．

これらの累層に相当する地層群は、九州から

関東まで追跡され、九州においては大分県の

三重町南方に分布する侃楯山層群､-宮崎県の

五ヶ瀬地域に分布する鞍岡層群などがあり、

熊本県の八代地域においては東陽村小原地域

にまとまって分布している．

小原地域の下部白亜系は、従来、赤色～赤

紫色磯岩を含む基底篠岩から砂岩をへて頁岩

に至る1つの堆積輪廻を示す八代層が分布す

るとされ、四国の物部川層群に対比されてい

た（松本・勘米良、1964)．本論では、当地

域の岩相および産出化石に基づき、下位より

小原層（新称)、三峰山層（新称）および日

奈久層（再定義）に区分するとともにそれら

の累層を三峰山層群と定義して説明する．な

お、本層群はほぼ西にフランジした東西の向

斜軸をもつ盆状椛造を呈する．
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図－2三峰山層群の模式ルートマップ

1．篠岩2．砂岩3．砂岩頁岩互層4．頁岩5．凝灰岩

6.二枚貝化石産地7.放散虫化石産地8．植物化石産地

生二枚貝化石は未発見である．さらに、美生

川右岸の稜線付近から東陽村鹿路南方をへて

座連付近に細長く延びる本層の北限は、川俣

川西方では埜盤岩の中～上部ジュラ系と断層

で境されるが、その東方では基本的には高角

度に南傾斜した不整合関係でそれと接してい

る．その岩相は主に帯緑色篠岩からなり少量

の砂岩を伴う岩相を呈する．篠岩は亜円形の

小～中篠からなり淘汰は比較的良い．篠種は

チャート、砂岩、酸性凝灰岩および緑色岩か
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らなり、小原地域に分布する赤紫色の磯岩層

の上位に位置する操岩層に対比される．本層

の層厚は最大約700mである．

c)産出化石および地質時代

四国の物部川層群領石層の模式地領石付近

では、赤紫色岩を主とする下部と粗粒砂岩．

操質砂岩・帯緑灰色泥岩が交互する上部に区

分される．また、九州の領石相当層、すなわ

ち大分県侃楯山層群腰越層および宮崎県鞍閥

層群戸川層も同様の垂直的な岩相変化が認め

られる．小原層の下部の赤紫色岩はおそらく

領石層下部に相当し、その上部の砂岩および

砂岩頁岩互層は領石層上部に対比でき、Fu-

159から産出するααdophlebissp.,Nilsso"ぬ

sp・植物化石もそれを支持する・汽水成堆穣

物からなる本層の地質時代は、上位の海成層

からなる三峰山層の地質時代との層序関係か

ら推定することができる．すなわち、三峰山

層は後述するようにアンモナイトが示唆する

地質時代がバレミアンとされているため、本

層はほぼオーテリビアン後期と考えられる．

d)対比

田代（1993）は、物部川層群領石相当層は

河川堆積物を示すチャネル状の堆積相の部分

や小規模な上方粗粒化を示すデルタ堆積相を

占めているので、その堆積速度は見かけの地

層の厚さよりも早いと思われるので、領石層

の堆積開始が物部層の地質時代よりも大幅に

下位から始まっているとは考えにくく、オー

テリビアン後期の一部を含んで主体はバレミ

アンであろうとしている．汽水生貝化石を産

する領石相当層の地質時代は、上位の海成層

の化石年代から推定するほかなく、当調査地

域の三峰山層、大分県の側楯山層、宮崎県の

津花層および四国の物部層からのアンモナイ

トなどの大型化石はオーテリビアン後期から

バレミアンを示していることから、本論文で

は領石相当層の地質年代を後期オーテリピア

ンとしている．なお、最近徳島県の立川層直
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上の羽ノ浦層からの放散虫化石年代はパレミ

アンを示しており、領石相当層の年代は若干

若くなる可能性が指摘されている．九州の領

石相当層は、岩相および産出化石から判断し

て大分県の腰越層、宮崎県の戸川層および熊

本県の小原層がそれに対比できる．

2．三峰山層（新称）（＝物部川層群物部層）

a)分布

本層は小原の西南西約2.5kmに位置する三

峰山(EL.714.2m)の名前に由来する．小

原地区の南方に向斜構造の南北両翼に分布す

るとともに北北東から南南西に延びる断層の

西側では、向斜*Ill部付近に分布している．

b)岩相・層序および地質構造（図-2)

三峰山層は小原層上に整合に重なる．本層

は露頭⑧の操質砂岩に始まり、上方にむかい

細粒化し、露頭④の砂岩および少量の凝灰岩

を伴う砂岩・頁岩互層をへて暗灰色泥質岩優

勢層になる．このような岩相は下位の小原層

の喋岩層の汽水成堆積物から浅海成堆積物へ

漸移する関係を示している．本層の主部は向

斜構造の軸部に広く分布し、走向は下位の小

原層の走向と調和的なほぼ東西方向を示すが、

東側では向斜軸が西側にプランジしているた

めに北翼と南翼が閉じるような分布形態を示

す．本層の層厚は最大約100mである．

c)産出化石および地質時代（表-1)

本層から産出する二枚貝ｲ妬のリストを表－

1に示す．本層下位の喋質砂岩からはⅣど"hea

atava,Pteﾉ．o〃態onzapoci"肋『mis等、上

位の泥質岩優勢層からは、Nanonauis

yokoyamai,POFtlandiasα凡c加ensis.Astarte

subsenectα等の二枚貝が多産し、少数のア

ンモナイト鋤as"criocerassp.等が産する．

上記の種はいずれも四国の物部川層群物部

層（田代、1985a)や羽ノ浦層（中居、1968)、

関東地方の山中地溝帯の石劉脅(Matsukawa、

1983)、大分県の侃柵山層群侃楯山層



(Tanaka，1989)および宮崎県の鞍岡層群

津花層（田中ほか、1997)に良く知られてい

て、Sんasticriocerassp.等のアンモナイト

はオーテリビアン後期～バレミアンを示して

いる．なお、村上(1996)は化石産地Fu-

97付近からPulchelliacompﾉ℃ssissima

(d'Orbigny)を報告し、その地質時代をバ
レミアンとしている．

表－1三峰山層産二枚貝化石リスト
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d)対比

三峰山層は岩相および化石相から判断して、

四国の物部川層群物部層や九州の他地域の物

部相当層、大分県の侃楯山層や宮崎県の津花

層と確実に対比できる．

3．日奈久層（再定義）

日奈久層は松本・勘米良(1964)によって

定義され、三峰山層を非整合に覆い、主に砂

岩と泥岩の互層および厚層の塊状泥岩からな

るとしている．また、この塊状泥岩から黒色

の石灰岩レンズを伴うとしているが、筆者ら

の見解ではこの石灰岩レンズを伴う層準は、

田代・池田(1987)によって定義された先外

和泉層群袈裟堂層である．したがって、ここ

では四国の物部川層群日比原層（アプチアン

ーアルビアン）に対比される地層群に限り日

奈久層を適用する．

a)分布

本層は小原の南に位置する向斜軸部付近に

分布するとともに美生川上流左岸に南北を断

層に挟まれてクサビ状に露出する．
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b)岩相・層序および地質構造（図-2)

本層は岩相に基づいて下部と上部層に分け

られる．露頭⑤および⑦で露出している下部

層は操岩層から始まり、粗粒～中粒砂岩をへ

て砂岩と砂混じり泥質岩の互層からなる．操

岩層は亜円形の小～中藤からなり淘汰は比較

的よい．磯組成は大部分がチャートからなり

少量の花淘岩、玲岩、砂岩等を含む．基質は

灰～淡灰色を呈し、厚さ10～15mである．

粗～中粒砂岩は灰色を示し、厚さは5～10m

程度である．砂岩・頁岩互層部は10～20cm

のリズミカルな互層を呈し、上部ほど泥質岩

が優勢になる傾向がある．この互層部のTO

B-03の中粒砂岩から保存不良のNipponitri-

goniasp.、Plero〃堰o凡iapocilliformisの

複数の内外型の破片状の化石が産出した．上

部層は露頭⑥および⑫ので観察され、下位層

準から上位に向かって細粒砂岩と砂質頁岩の

互層から暗灰色頁岩優勢砂質頁岩細互層へと

岩相変化を示す．この下位層準は小規模のス

ランプ榊造が数層準に見られる．また、優白

色の凝灰岩の薄層を挟在しそれから比較的保

存の良い放散虫化石が得られた．また、露頭

⑫のTSH-09から少数のアルビアン型の海生

二枚貝化石が産出した．

地質構造は向斜軸を挟んだ南j嗣翼の走向・

傾斜が北翼が西北西～東南東で50°～70.南傾

斜するのに対して南翼のそれらは東北東～西

南西、50｡～75.北傾斜する構造を示している．

さらに、当地域に見られる北北東～南南西方

向の2本の高角度断層は東側が落ちた構造を

呈している．本層の層厚は最大約450mであ

る．

c)産出化石および地質時代（表-2)

本層からは、図－2のFu-145およびTSH-

09から対比に有効な放散虫化石や海生二枚貝

化石を産した．筆者らの確認した化石を表一

2に示す．

木屑上部層(TSH-09)の泥質岩から産出

した二枚貝化石Bakevellia(ﾉNeobaheuellia)



虫化石の年代と調和的である（安藤ほか，

1998)．なお、本層下部層のTOB-03から産

出した化石は、それだけで時代を明確に特定

することはできないが、上部層の地質時代か

ら推定してアプチアンの化石種と考えられる．

したがって、日奈久層はアプチアンからアル

ビアンの堆積物と考えられる．

pseudoros"atαやMesosacce"ams増加sは、

物部川層群の泥質岩が優勢なアルビアン後期

の日比原層上部層から報告されている(Tas

hiroandKozai,1984)．これらの種の模式

地は、岩手県の宮古層群のアルビアン層であ

る．したがって、本層上部層の地質時代はア

ルビァンと考え、FU-145から産出した放散

表－2日奈久層産二枚貝化石リスト d)対比

四国の物部川層群日比原層に対比される日

奈久層は、小原地区、猫谷構造線の南側（猫

谷川上流部付近）および宮地帯に分布し、喋

岩および粗粒砂岩から始まり泥質岩層優勢層

に至る一連の海進堆積物である．宮地帯には、

物部川タイプの貝化石を産する宮地層および

砥用層が分布するが、これらの累層は前者を

下位とした海進堆積物と見なせるため、日奈

久層を構成する部層として捉えることができ

る．また、九州で本層に対比できる累層は、

宮崎県の鞍岡層群笠部層および芝の元層が知

られている．
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Ⅳ．まとめ

八代地域小原地区には、四国の秩父帯北～

中帯上に重なる物部川層群に対比できる三峰

山層群がある．

三峰山層層群

表－3物部川層群に対比される下部白亜系
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図－3地質図

1．日奈久層上部層2．日奈久層下部層3.三峰山層4．小原層(1-4．三峰山層群)5.袈

裟堂層6．八竜山層7．川口層（5-7.先外和泉層群）8．先白亜系9．向斜軸10．断層

’三峰山層山群は下位から小原層、三峰u

層および日奈久層と重なり、それぞれ模式

地の物部川層群を構成する領石層、物部層、

日比原層に対比されるが、物部地域の柚ノ

木層に相当する部分は見つかっていない．

2岩相および化石相から判断して三峰山曜

群はｲ妬の種数や岩相変化から海進・海退・

海進のサイクルを示す公海沿岸性の堆積ｷ

である．

3三峰山層群は緩く西にフランジした向斜

構造を呈する．

4アルビアンの日奈久層上部層は暗灰色泥

岩が卓越し、物部川層群や下部蝦夷層群の

アルビアン海進に伴う低酸素環境を示唆す

る黒色泥岩に対比される．
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